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研究成果の概要（和文）：本邦の大規模リアルワールドデータを用いて修正可能なリスク因子と循環器疾患発症
リスクについて広範な解析を行った。その結果、若年成人においても高血圧や糖尿病、肥満などの修正可能なリ
スク因子は心不全や心房細動、虚血性心疾患、脳卒中など様々な循環器疾患の発症リスクと関連することが明ら
かとなった。さらに年代別の解析を行うと、これらのリスク因子と循環器疾患発症リスクの相対的関連は中高年
者よりむしろ若年者で増強する可能性が示唆された。これらの結果は、循環器疾患予防の観点から若年者におけ
る修正可能なリスク因子の管理の重要性を示す重要な貴重な疫学的知見になったと考えている。

研究成果の概要（英文）：Using large-scale real-world data in Japan, we conducted a comprehensive 
analysis focusing on the association of modifiable risk factors with the risk of developing 
cardiovascular diseases. The results revealed that, even in young adults, modifiable risk factors 
such as hypertension, diabetes, and obesity are associated with an increased risk of various 
cardiovascular diseases, including heart failure, atrial fibrillation, ischemic heart disease, and 
stroke. Furthermore, age-specific analysis suggested that the relative association between these 
risk factors and the risk of developing cardiovascular diseases would be stronger in younger 
individuals compared to middle-aged and older adults. These findings underscore the importance of 
managing modifiable risk factors in young adults from the perspective of cardiovascular disease 
prevention and provide valuable epidemiological insights.

研究分野： 循環器学

キーワード： 循環器学　予防医学　疫学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、日本を含む先進国において若年世代の循環器疾患増加が疫学的課題となっている。今回、我々が行った一
連の研究は、この課題に焦点を当て、若年世代の循環器疾患予防のために肥満、高血圧、糖尿病などの修正可能
なリスク因子のコントロールがとても重要であることを示したものである。今後、これらの研究をさらに発展さ
せることで学術的成果を挙げるのみならず、上記のような社会的、疫学的問題の解決にもつながることが期待さ
れる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
「循環器疾患は高齢者の疾患であり、若年者はそのリスクが少ない」との考え方が揺ら
ぎつつある。例えば、米国の疫学研究では、中高年における冠動脈疾患が経年的に
減少しているのに対し、若年者の冠動脈疾患は増加していることが報告されている(J Am 

Coll Cardiol. 2007 Nov 27;50(22):2128-32)。同様の疫学研究が相次いで報告され ( Nat Rev Cardiol. 2018 

Apr;15(4):230-240. Ann Neurol. 2011 Nov;70(5):713-21. Circulation. 2015 Sep 15;132(11):997-1002.)、Young Adult 世代の循
環器疾患予防の重要性が認識されるにいたった。わが国では Young Adult 世代にお
ける循環器疾患は今なお軽視されているが、本邦においても急性心筋梗塞症例の低
年齢化が進行するなど(Circ J. 2017 Mar 24;81(4):520-528.)、欧米諸国と同様に看過できない状況が
発生している。急性心筋梗塞をはじめとする循環器疾患の発生には、その背景に存
在する生活習慣病発症からの長い時間経過があることや、少子高齢化が進む本邦に
おいて健康寿命延伸が国の健康施策の柱として認識されていることを鑑みると、より若
い世代から循環器疾患の予防を実践することは時代の要請である。今回の研究課題
では、本邦の成人を対象とした大規模な疫学研究を行うことで、若年成人における循
環器疾患病発症予防を行ううえでの基盤となる知見を創出する。 
 
２．研究の目的 
本邦の大規模医療リアルワールドデータを用いて若年成人の循環器疾患発症リスク
について堅牢な疫学的エビデンスを創出する。 
 
３．研究の方法 
本邦で行われた健診（特定健診など）および国民皆保険制度に基づく保険レセプトデ
ータを統合したリアルワールドデータである JMDC Claims Database（株式会社 JMDC 
https://www.jmdc.co.jp/ ） 、 DeSC デ ー タ ベ ー ス （ DeSC ヘ ル ス ケ ア 株 式 会 社 
https://desc-hc.co.jp/）を用いる。主に健診データに記録された生活習慣や生活習
慣病リスク因子と、その後の循環器疾患（心不全や心房細動、虚血性心疾患、脳卒中
など）発症の関連を統計学的に解析した。 
 
４．研究の成果 

「Young Adult 世代を循環器疾患から予防する研究アプローチ」というテーマに基づ
いて様々な研究を行い、若年から中年成人を対象とした本邦の大規模医療データを
統計学的に分析し、様々なリスク因子と循環器疾患発症リスクの関連を示した疫学研
究を行った。 
 代表的な学術成果を聞発の原著論文リストにまとめ、その内容を以下に概説する。 
 研究（１）では、最新の米国心臓協会および米国大学心臓病学会による新しい血圧
ガイドラインに基づいた分類と心不全および心房細動のリスクの関連を調査するため
に本邦の大規模医療データベースに登録されている約 220 万例を解析した。その結
果、新たに提唱された高血圧の診断基準であるステージ１高血圧（収縮期血圧 130 
mmHg 以上あるいは拡張期血圧 80 mmHg 以上）の段階から本邦成人においても心不
全や心房細動のリスクが上昇することが確認され、米国の最新ガイドラインが本邦にお
ける心血管イベント発症リスク層別化に有用であることを示した。解析対象者の平均年
齢は 44.0 歳であり、今回の研究全体の主旨である若年者を多く含む解析となった点も
重要である。 
 また、研究（４）では、本邦の健常成人約 303 万例を対象とした解析を行い、肥満や
高血圧、糖尿病などの修正可能な危険因子と心血管イベントの相対的関連が高齢者
よりも若年者でより増強されることが示された。これらの結果は、個々人のリスク因子の



管理を考え た際に、その有益性は高齢者よりもむしろ若年者でより高まる可能性を示
している。 
＜修正可能な危険因子と心血管イベント発症リスクの相対的関連は若年者で増強さ
れる＞（文献 4.より引用） 
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